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A. 研究⽬的
近年、我が国では、ラグビーワールドカップ

や即位の礼などの重要なイベントが⾏われたが、
⼤きな健康危機管理事案は発⽣しなかった。今
後⾏われる予定の東京オリンピックパラリンピ
ック 2020（以下、東京オリンピック）に向けて
さらなる対策が必要であった。 
 本研究では、東京オリンピックに向けて公衆
衛⽣担当者がカバーするべき健康リスクを改め
て認識していただき、さらなる対策の検討を現
場で⾏っていただくことを⽬的としている。 

B. ⽅法
東京オリンピックの健康リスクを評価するた

めに、関連する⽂献をもとに、実際起こりえる
リスクについて検討を⾏った。

また、第 78 回⽇本公衆衛⽣学会総会において
関連する⾃由集会を開催し(2019 年 10 ⽉ 24 ⽇)、
保健所や関連する医療関係者とともに意⾒交換
を⾏った。特に⾃治体での対応の課題などを収

集し、それをもとに対策の検討を⾏った。2020
年 1 ⽉ 27 ⽇には国⽴国際医療研究センターに
て国際シンポジウムが開催され、関連情報の収
集を⾏った。 

C. 結果
東京オリンピックを想定したリスク

健康危機のリスクとしては、表１に⽰したよ
うなものが課題として認識された。これらは、
WHO のマスギャザリングに関するガイドから
筆者が対象リスクを選別し、抄訳したものであ
る 1)。 

オリンピックは平和の祭典であるが、スポー
ツイベントであるため、観客や選⼿は攻撃的な
雰囲気になり、暴⼒の可能性はある。また、観客
（テレビを⾒ている⼈も含む）は、興奮などに
よる⼼⾎管イベントのリスクが⾼まるであろう。
かつて⾏われたサッカーのワールドカップドイ
ツ⼤会では⾃国の試合中に⼼⾎管イベントが⾼
かったことが報告されている 2)。特に、決勝戦に
出られるかどうかといったゲームではリスクが

研究要旨 
本研究の⽬的は、東京オリンピックパラリンピック2020（以下、東京オリンピック）に関する公衆衛⽣
リスクの評価を⾏い、必要な対策を明らかにすることであった。2019年度に⾏われたラグビーワールド
カップの事例や⽂献レビューの結果を元に、来たるべき東京オリンピックについて検討した。公衆衛⽣
リスクの主なものとして、感染症、熱中症、医療体制が優先される課題であった。また、⼤会の開催地だ
けでなく、ホストタウンやキャンプ地などでも対策が全国的に求められる。そして、⼤会を乗り越えるだ
けでなく、その後にもレガシー（遺産）として残るような取り組みが求められる。また、2019年12⽉31
⽇に報告された新型コロナウイルス(COVID2019)の出現により、今後はこの感染症に対して優先的な対
応が求められる。
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⾼かった。 
飲酒は、⼤会の会場においてアルコールを購
⼊できるなら過剰の飲酒または飲酒に関連した
転倒などのリスクがある。どうやら、東京オリ
ンピックの会場では飲酒ができるという話が聞
かれている。 
性感染症も国際的なマスギャザリングによっ

て広がるリスクとしては認識されているが、ロ
ンドンオリンピックでの報告では、特に前後を
⽐較するなかでは増えてはいなかったというこ
とであった 3）。 
 
対応に関する意思決定の難しさ 

今回の東京オリンピックが、ロンドンやピョ
ンチャンでのオリンピックなどと⽐較して健康
危機対応を検討する上で⼤きく異なるのは、東
京オリンピックの⼤会が様々な地域、つまり広
域で⾏われることである。ロンドンやピョンチ
ャンは⽐較的会場がコンパクトにまとめられて
いたため体制構築がやりやすかったようである
4)。 
都道府県を越えた健康危機への対応には連携

が課題となってきた。また、特に関東地⽅は、都
道府県の中に政令市が複数あったりするとどこ
がどのように意思決定をするのかと⾔ったこと
が課題となってきたこともあり、このあたりの
議論が事前に深まることが期待されている。 
 いくつかの具体的な事象を元に考えてみる。
これまでのオリンピックでもたびたび課題にな
ったのが⽔痘である。⽔泳などでプールなどの
⽔を共有するスポーツにおいて、選⼿が発症し
ていたとなると他の⼈に感染させる可能性があ
る。またチーム内や家族内に⽔痘を発症したア
スリートがいた場合には潜伏期間から感染させ
る可能性があるため出場させるかどうか議論に
なる。こうしたことはおこらないと思われる読
者もおられるかもしれないが、実施には北京オ
リンピックでも、ロンドンオリンピックでも課

題となった。  
 また、あるキャンプ地でノロウイルスの症状
を呈した選⼿がこれから選⼿村に⾏こうとして
いる。さてこうした患者がいることがわかった
場合には選⼿村に⼊るのを⼀時的に待ってもら
う必要があるがだれにどのように伝達するか。
これもロンドンオリンピックで実際にあったこ
とである。 
 選⼿はとかく、こうした症状があっても隠す
傾向があるため、特定が遅れる可能性があるこ
とも注意が必要である。 
 
東京オリンピックにおける感染症拡⼤のリスク
の想定 

東京オリンピックは、2020 年の 7 ⽉ 24 ⽇か
ら８⽉９⽇に、そしてパラリンピックが２週間
ほどあけて 8 ⽉ 25⽇から９⽉６⽇に⾏われる。
この期間に、海外からの渡航者が多く⽇本を訪
れることによって感染症が海外から流⼊、また
は、流⾏するリスクはどのくらいあるだろうか
4)。 

こうしたリスクの想定は容易ではないが、い
くつかの前提条件などから考えることはできる。
例えば、この時期に、どういう⼈が⽇本を訪れ
るかを考えてみる。ロンドンオリンピック等の
事例も参考にすると、オリンピックの期間は、
通常、航空券の値段があがり、ホテルの確保も
平時よりも難しくなるため、所得は⽐較的⾼い
⼈の訪問が多くなることが想定される。こうし
た⼈達は、健康管理も⾏き届き、ワクチン接種
もしていることが多いと考えられる。 

では、平時とも⾔える、今のリスクはどうで
あろうか。すでに平時において海外からの旅⾏
者が年間 3000 万⼈を超えている。安価な航空
券で⽇本に来れるようになり、アジアを中⼼に
多くの旅⾏者が⽇本を訪問している。海外から
の渡航者をきっかけとした⿇しんなどの流⾏が
すでに⽇本でおきている。 
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オリンピック期間中に、海外からの渡航者が
訪れることによってなんらかの感染症が流⾏す
るリスクは、平時である今と⽐較すると同程度
か、むしろ少し低くなるとも考えられないこと
はない。しかしながら、なにかあった場合の体
制整備は当然必要である。感染症に関して起き
えることは、オリンピックの期間中や、その直
前に、なんらかの感染症の事案が⽇本や東京で
発⽣した場合には、世界中のメディアが⼤会に
注⽬していることもあり、⼩さなことでも⼤き
く報じられる。その対応ができるようなコミュ
ニケーションや冷静な判断⼒が必要となる。 

⽇本では、⿇疹や⾵疹の流⾏の影響が危惧さ
れている。⼤会の雰囲気に⽔を差すような報道
や、海外からの訪問者が⽇本に来ることに⼾惑
いを感じさせるような報道が世界中に伝えられ
る可能性がある。場合によってはおおげさに伝
えられる可能性がある。 
感染症対策にリスクや事実をどう伝えるかと

いった側⾯にも注⼒する必要がある。 
 
全国的に求められる取り組み 

東京オリンピックの競技が⾏われるのは、東
京を中⼼とした関東地域の他に、いくつかの都
市でサッカーや野球、マラソンなどの試合が⾏
われる。こうした⼤会が⾏われる地域だけでな
く、実は全国的に感染症対策に取り組まなけれ
ばならない。 

その理由は、ホストタウンとキャンプ地であ
る。⼤会の前後において、交流やキャンプなど
で全国の⾃治体において選⼿や関係者の受け⼊
れや交流が⾏われる。どこの国を受けいれるか
は、国や⾃治体のサイトですぐに⾒つけること
ができる。例えば福岡県は、アフリカからはケ
ニアと南アフリカ、アジアからはタイを受け⼊
れ、その他にヨーロッパの国のホストタウンに
なっています。その他に、事前のキャンプ地も
続々と決定している。 

ホストタウンやキャンプ地などでは、オリン
ピアンと呼ばれる出場する選⼿など⼤会におけ
る VIPが訪問する。こうした⽅々が地域に訪問
した際に、発熱をしたり、具合を悪くした場合
にはどこの医療機関が受⼊をするのか、⾃治体
の中で話し合いを事前にして、⼿順を決めてお
く必要がある。 
例えば、アフリカのある国をホストタウンで
受け⼊れる場合には、アフリカで今でも感染リ
スクがあるマラリアについて考慮する必要があ
る。また、東南アジアの国を受け⼊れるのであ
れば、デング熱を考慮する必要がある。マラリ
アやデング熱は、現地では⽐較的ありふれた病
気ではあるが、⽇本では、特に地⽅都市におい
て、経験が少ないため診断ができる医療機関が
あまりなかったりする。週末も含めてどのよう
な医療体制が確保できるかを、ホストタウンと
して検討することが求められている。なお、イ
ンドシナ半島のベトナムやタイでは７⽉から８
⽉は、現地は⾬期で、デング熱が⼀番流⾏する
時期である、またインフルエンザもこの時期に
流⾏する。こうした訪問者の現地の医療情報も
担当する医師は確認しておきたい。 
 また、医療体制だけでなく、医療費について
も注意が必要である。基本的に、選⼿の医療費
は無料というのが⼤会を招致するうえでの条件
である。そのため、選⼿村などには選⼿⽤のク
リニックなどが設置される。しかし、キャンプ
地やホストタウンでの医療費はカバーされない
ようである。特に途上国からの選⼿は、⻭の治
療や眼科を受診して眼鏡などを求める傾向がこ
れまでのオリンピックでもみられている。キャ
ンプ地やホストタウンでそうした診療科を受診
したいということを⾔う可能性がある。その場
合に医療費をだれがどう負担するかは事前にお
互いに確認しておかなければトラブルになる恐
れがある。 
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熱中症の予防の促進 
 過去 3 回の夏のオリンピックと⽐較しても、
東京オリンピックは最も暑いオリンピックにな
る可能性がある。すでに報道されているように
競歩とマラソンは札幌での開催となった。しか
しながら、札幌でも暑さを伴う可能性があるこ
と、またそのほかの競技は東京の暑さにさらさ
れることから熱中症対策は必須である。 
 対象者別の暑さに対する備えと熱中症リスク
評価を検討した。選⼿については厳しい条件で
はあるが、競技である以上、東京の暑さの条件
を理解し、暑さ順応を含めた準備ならびにコー
チなどの⽀援を受けることになる。また、選⼿
が最⼤限のパフォーマンスが出せるよう⼤会運
営においては暑さのコントロールをできるだけ
⾏う必要がある。さらに、緊急の医療体制の整
備も不可⽋である。 
 観客については、会場などでの⽔分摂取の励
⾏や具合が悪い場合には涼しい場所に⾏けたり
するような配慮が必要であろう。⾼齢者や⼦ど
もなどのへのリスクの⾼い者への啓発は特に必
要であろう。アトランタオリンピックでは、ジ
ョージア州は、法令を改正し、オリンピック期
間は、 50 ⼈以上の参加者のあるイベントでは
無料で⽔が飲めるように主催者が準備すること
を求めた 6)。 
 最も熱中症リスクが⾼いのは、会場運営に関
わる事業者やボランティアであると筆者は考え
ている。駐⾞場や物の販売をする⽅々など適宜
休みがとれたりする配慮が必要である。各会場
で⼗分な配慮がなされることが期待される。 
 
新型コロナウイルスへの対応 

2019 年 12 ⽉ 31 ⽇に報告された新型コロナウ
イルス(COVID2019)の出現により、今後はこの感
染症に対して優先的な対応が求められる。すでに、
東京オリンピックは 1 年延期された。新型コロナ
ウイルスの今後の影響については引き続きモニタ

リングと対策が必要である。 
本研究班としても、⼤規模イベントの際の対応

などに関する考え⽅のまとめを⾏い、専⾨家会議
の資料としてのインプットを⾏った。例えば、
2020 年 3 ⽉ 19 ⽇の提⾔においては以下のような
資料のまとめを⾏った。 

また、⼈の集まる場におけるリスクを伝えるポ
スターを作成して、厚⽣労働省の HP にも掲載さ
れた。（図 1 参照） 
 
【多くの⼈が参加する場での感染対策のあり⽅の
例】 

１）⼈が集まる場の前後も含めた適切な感染予
防対策の実施 

○参加時に体温の測定ならびに症状の有無を確
認し、具合の悪い⽅は参加を認めない。 

○過去２週間以内に発熱や感冒症状で受診や服
薬等をした⽅は参加しない。 

○感染拡⼤している地域や国への訪問歴が 14 
⽇以内にある⽅は参加しない。 

○体調不良の⽅が参加しないように、キャンセ
ル代などについて配慮をする。 

○発熱者や具合の悪い⽅が特定された場合には、
接触感染のおそれのある場所や接触し 

た可能性のある者等に対して、適切な感染予防
対策を⾏う。 

○会場に⼊る際の⼿洗いの実施ならびに、イベ
ントの途中においても適宜⼿洗いが 

できるような場の確保。 
○主に参加者の⼿が触れる場所をアルコールや
次亜塩素酸ナトリウムを含有したもので 
拭き取りを定期的に⾏う。 
〇⾶沫感染等を防ぐための徹底した対策を⾏う

（例えば、「⼿が届く範囲以上の距離を保 
つ」、「声を出す機会を最⼩限にする」、「咳エチ
ケットに準じて声を出す機会が多い場 
⾯はマスクを着⽤させる」など） 
２）クラスター（集団）感染発⽣リスクの⾼い状

46



況の回避 
○換気の悪い密閉空間にしないよう、換気設備

の適切な運転・点検を実施する。定期的 
に外気を取り⼊れる換気を実施する。 
○⼈を密集させない環境を整備。会場に⼊る定
員をいつもより少なく定め、⼊退場に 

時間差を設けるなど動線を⼯夫する。 
○⼤きな発声をさせない環境づくり（声援など

は控える） 
〇共有物の適正な管理⼜は消毒の徹底等 
３）感染が発⽣した場合の参加者への確実な連
絡と⾏政機関による調査への協⼒ 

○⼈が集まる場に参加した者の中に感染者がで
た場合には、その他の参加者に対して連 
絡をとり、症状の確認、場合によっては保健所

などの公的機関に連絡がとれる体制を 
確保する。 
○参加した個⼈は、保健所などの聞き取りに協
⼒する、また濃厚接触者となった場合に 

は、接触してから２週間を⽬安に⾃宅待機の要
請が⾏われる可能性がある。 
４）その他 
○⾷事の提供は、⼤⽫などでの取り分けは避け、

パッケージされた軽⾷を個別に提供す 
る等の⼯夫をする。 
○終了後の懇親会は、開催しない・させないよ

うにする。 
※ 上記は例であり、様々な⼯夫が考えられる。 

 
Ｇ．研究発表 
 1.  論⽂発表 
和⽥耕冶.国際的なマスギャザリングにおける感
染症リスク評価と求められる対策〜東京2020を
例に〜.モダンメディア 65(10) p196-201.2019 
和⽥耕冶.国際的なマスギャザリングにおける公
衆衛⽣的な課題と対応.救急医学43;1697-1702,2
019 
 
2.  学会発表 

⽇本公衆衛⽣学会にて、東京オリンピックに向
けたマスギャザリングの公衆衛⽣対応について
の⾃由集会を主任の齋藤智也先⽣と開催した。 

 
 
表１. 東京オリンピックを想定したイベント
の特性に応じたリスク１) 
イ ベ ン
ト の 種
類 

スポーツ • 潜在的に攻撃的
雰囲気 

• 負傷と暴⼒のリ
スク 

• ⼼⾎管イベント
のリスク 

• 飲酒と薬物使⽤
のリスク 

• 性感染症のリス
ク 

• 脱⽔症，⾼体
温，低体温のリ
スク 

活 動 レ
ベル 

着席 • 施設が不⼗分な
場合に崩壊のリ
スク 

 起⽴ • 傷害，参加者の疲
労のリスク 

期間 1 カ⽉ • 感染症のリスク 
• 公衆衛⽣システ

ムへの負担の持
続期間増加 

環境因⼦ 
季節 夏 • 脱⽔症，熱中症/

⾼体温のリスク 
参加者の特性 
参 加 者
の出⾝ 

国内 • 健康リスクに対
する無頓着/脆弱
性の認識不⾜ 

• 輸⼊された感染
症に対する潜在
的に低い免疫⼒ 

 国際 • 疾患の輸⼊/輸出
リスク 
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• 医療システムに
不慣れであるこ
とによる医療へ
のアクセスの遅
れのリスク 

• 経験不⾜による
医療機関などで
の病原体検出の
遅れのリスク 

• 熱，寒さ，⾼度，
汚染などの環境
リスクに慣れて
いない者へのリ
スク 

• 予防接種未接種
あるいは脆弱な
者に対する感染
症 

• 参加者の免疫⼒
の程度が不明 

参 加 者
の密度 

⾼密度 • 感染症のリスク 
• 集団外傷イベン

トのリスク 
参 加 者
の 健 康
状態 

⾼齢者 ま た
は慢性疾患
患者 

• ⾮感染症のリス
ク 

• ⾼度の保健サー
ビスが必要とな
るかもしれない 

 障害者 • 地域の基幹施設
が⼗分でない可
能性がある 

• 特別なケアを必
要とする 

• 緊急事態への準
備には計画⽴案
が必要である 

会場特性 
会場 屋内 • 空気循環不良 

 屋外 • 衛⽣，⾷物および
⽔の準備が不⼗
分である可能性 

 制限さ れ た
場（囲われて
いる） 

• 過密 
• 感染症の拡⼤ 

 制限さ れ て
いない場 

• 地理的分布によ
りサービスを出
席者の近くに配
置することが困
難 

 都市か ら離
れた場所 

• 医療サービス、特
に⾼度ケアへの
距離が遠い 

• 動物および⾍と
の接触の可能性
が⾼い 

*筆者により抄訳と改編 
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